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いよいよ今年度のまとめとなる３月を迎えます。この一年間で学習してきたことを

振り返り、習熟を図りながら一年間のまとめを行います。やり残しがないように、 

どの学年も、今できることに精一杯取り組んでいます。 

また、３学期の大きな行事の一つである、「６年生を送る会」に向けての取組も始

まっています。この「６送会」では、在校生は６年生に向けて、登下校や学校行事などこれまでにお世話に

なった感謝の気持ちを伝え、一方で、６年生は在校生に向けて、お礼の気持ちと６年間で成長した姿を示そ

うと、それぞれに準備を頑張っています。６年生は、さらに来月から、卒業式に向けての練習が始まります。

年間で最も大きな行事であり、家族や地域の方々などお世話になった方々へ、自分たちが学んできた姿を伝

える大きな舞台です。気を引き締めて式の練習に臨んでほしいと思います。 

在校生にとっても卒業生にとっても、こうした「お世話になった人たちや周囲に感謝を伝える」取組は、

おおいに成長できるチャンスです。なぜなら、人は周囲からの愛情を受けることで得られる「安心」や「自

信」が土台になって、新しいことに挑戦しようとする「やる気」や「勇気」が湧くものだからです。 

竹は、各節に「成長点」と呼ばれる部分を持っており、これにより竹は一斉に成長することができるよう

です。また、節ごとに成長し、しなやかでありながらも強い構造を持つことで、自然環境にお

いても非常に適応力のある植物となっています。子どもたちにとって、この時期は、一年のま

とめとともに次のステージに向かう準備を整える、まさに「節目」の時期と言えます。この機

会に、仲間とともに自分をみがくことで、竹のように、しなやかでたくましく、大きく成長し

てくれることを、期待しています。 
 

１月 28 日に入学説明会があり、４月に入学予定の子どもたちが、各園から保護

者の方々といっしょに、春照小学校に来てくれました。保護者の方が多目的室で

説明を聞いている間、５年生が園児さんたちを体育館で出迎えました。５年生の

子どもたちは、園児さんとペアを組んで、校舎内の案内を行いました。５年生の

子どもたちは、「入学式の時にこの子と手をつなぐのかな？」そんな思いで、校舎

を案内していたようです。一緒に過ごすうちにだんだんお互いに打ち解けて、時

間がくるまで図書室で本を読んであげている姿は、とても微笑ましかったです。

園児さんたちの手を引きながら、やさしくお世話する様子は、小学校の先輩とし

ての自覚とともに、頼もしさも感じられました。 

 

春照小学校の情報をホームページでも公開しています。「春照小学校」 

で検索していただいたり、上のＱＲコードからもたどり着けます。 

「学校ブログ」では、日々の子どもたちや学校の様子を適宜掲載して 

います。ぜひ、ご覧ください。 

学校ホームページをぜひご覧ください。 



  

 

 

 

２日（月） 安全の日・交通指導 

４日（水） 職員会議・４校時日課 

５日（木） ３年学びっ子（最終） 

６日（金） 在校生卒業式練習 

９日（月） 卒業式練習 

１１日（水） 職員研修・４校時日課 

１２日（木） 卒業式練習 

１３日（金） 卒業式練習 

１６日（月） 安全の日・交通指導 

１７日（火） 卒業式全体練習・前日準備 

１８日（水） 卒業証書授与式 

１９日（木） 卒業式後始末・４校時日課 

２０日（金） 春分の日 

２３日（月） 給食終了・４校時日課 

２４日（火） 修了式 

２５日（水）～ 学年末休業 

卒業証書授与式について 

３月１８日（水）に、卒業証書授与式を挙行し

ます。卒業生保護者の皆様には、別途 tetoru にて

案内文書を送付しておりますが、当日は各ご家庭

２名以内の出席でお願いします。 

卒業する子どもたちの心に残る、厳粛でありな

がら温かい雰囲気のある卒業式にしていきたいと

思います。 

令和８年度入学式について 

令和８年度入学式は、４月９日（木）に行いま

す。２年生以上の第１学期始業式は、従来通り、

その前日の４月８日（水）です。従いまして、新

６年生が入学式準備のために、春休み中に登校す

ることはありませんので、ご承知おきください。 

学校運営協議会の皆様、一年間本当にありがとうございました。 

委員の皆様には、この一年、本当に何度も学校へお越しいただきました。 

子どもたちや学校の教育活動について、建設的なご意見をいただくだけでなく、子どもたちの授業を支援

していただいたり、教育環境の整備をしていただいたりして、いろいろな形でお世話になり、本当にありが

とうございました。心よりお礼申し上げます。 

１月 26 日～30 日にかけて、給食感謝週間の取組

を行いました。学校給食を通して、感謝の心を培う

とともに、地域の産物や郷土食、給食などについて

学んだり、自分自身の食生活や健康について考えた

りすることがねらいです。 

給食週間中は、秋山栄養教諭による給食指導や日

ごろ給食でお世話になっている方々へ感謝の意を

表す取組を行いました。１・２年生は学校校務員の

高橋さんへ、４・６年生は給食センターの方々へ、

３・５年生は牛乳配達業者さんへ、感謝を込めてお

礼の手紙をわたしました。また、この週間を盛り上

げ、意識を高めるために、 

５・６年の保健給食委員会 

の子どもたちが「保健・ 

給食まつり」という催し 

を行いました。 

子どもたちの本に関する興味関心を向上させる

取組として、「本読み大好き強調月間」を行ってい

ます。これは毎学期行っていますが、この３学期も、

図書ボランティアの方々や５・６年生の図書環境委

員会の子どもたちが、各教室で読み聞かせを行うな

ど、さまざまな取組を進めています。 

スマホやゲームの普及で、子どもたちが本にふれ

る機会が少なくなっているかもしれませんが、子ど

もに読書習慣をつけさせることは、大事なことで

す。学校でも、引き続き、日々の学校生活でも本に

親しむ機会を作っていきたいと考えています。 


